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新
書
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
品
『
人
新
世
の
「
資
本
論
」
』
と
謳
う
新
聞
広
告
が
目
に

入
っ
た
。「
人
新
世
」
？ 
今
さ
ら
『
資
本
論
』
？ 

硬
そ
う
な
表
題
な
の
に
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
？ 

と
怪
訝
に
思
い
つ
つ
説
明
文
を
読
む
。
脱
炭
素
社
会
に
向
け
脱
成

長
の
経
済
シ
ス
テ
ム
を
提
案
し
て
い
る
ら
し
い
。 

私
自
身
も
三
十
年
来
つ
ね
に
資
本
主
義
に
取
っ
て
替
わ
る
新
た
な
経
済
思
想

の
出
現
を
望
ん
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
も
『
緑
の
資
本
論
』（
中
沢
伸
一
著
）
やN

H
K

教
養
番
組
「
欲
望
の
資
本
主
義
」
シ
リ
ー
ズ
な
ど
に
接
し
て
き
た
が
、
心
に
は
響

か
な
か
っ
た
。『
資
本
論
』
と
い
え
ば
難
解
な
上
、
嘗
て
の
ソ
連
共
産
党
な
ど
を
思

い
浮
か
べ
古
色
蒼
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
。
半
信
半
疑
の
気
持
ち
で
購
入
し
、

読
み
始
め
る
。 

著
者
は
斎
藤
幸
平
と
い
う
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
経
済
思
想
家
、
専
門
は
マ
ル
ク

ス
哲
学
。「
人
新
世
」
と
は
人
類
の
影
響
が
地
球
表
面
全
体
に
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た

新
た
な
年
紀
を
指
す
。 

著
者
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
最
晩
年
の
マ
ル
ク
ス
は
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
活
動
を
行
う

コ
モ
ン
（
地
域
共
同
体
、
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
語
源
）
を
評
価
し
て
お
り
、
そ
れ
は

後
世
に
『
資
本
論
』
か
ら
展
開
さ
れ
た
暴
力
革
命
や
独
裁
的
な
共
産
主
義
体
制
と

は
相
反
す
る
と
い
う
。
地
球
規
模
の
気
候
変
動
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
異
常
な
社
会

格
差
と
い
っ
た
現
代
の
課
題
は
生
産
至
上
主
義
の
限
り
な
き
経
済
成
長
を
前
提

と
す
る
資
本
主
義
で
は
解
決
不
可
と
断
定
し
、『
資
本
論
』
の
著
述
後
に
マ
ル
ク
ス

が
着
目
し
た
コ
モ
ン
に
解
決
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
。 

新
自
由
主
義
、M

M
T

、
金
融
緩
和
の
み
な
ら
ず
、S

D
G
s

や
福
祉
国
家
、
グ
リ

ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
も
資
本
主
義
の
姑
息
な
延
命
策
に
過
ぎ
な
い
と
否
定
す

る
。
万
人
の
生
活
に
必
須
な
食
糧
、
水
、
電
気
、
住
居
、
教
育
、
身
近
な
交
通
手

段
、
情
報
網
は
コ
モ
ン
活
動
の
下
、
貨
幣
経
済
の
外
に
置
き
、
使
用
価
値
を
基
準

に
「
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
潤
沢
さ
」
を
求
め
る
。
類
似
の
事
例
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
は
じ

め
欧
州
各
所
で
成
功
を
収
め
、
実
績
を
上
げ
て
い
る
と
い
う
。 

日
本
の
江
戸
期
に
お
け
る
脱
成
長
政
策
も
考
察
に
加
え
て
欲
し
い
が
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
食
糧
の
地
産
地
消
を
提
唱
し
て
き
た
者
と
し
て
同
感
す
る
点
が
多
々
あ

る
。
大
上
段
か
ら
骨
太
の
経
済
論
を
易
し
く
展
開
す
る
本
で
あ
る
。 


